
西小などの三つの学童保育所の請願を採択
９月議会では、西小学校、井田川小学校、川崎小学校の三つの学童保育所から公

費で新たな学童保育所の整備を求める請願が出され、全会一致で採択されました。

請願の採択を受けて議会が市に提出する意見書では、９月議会で学童保育所の設

備や運営に関する基準を定める条例を制定し、「一の支援の単位を構成する児童の数

はおおむね４０人以下とすることや、児童一人につきおおむね１．６５㎡以上の専用区

画を設けるなどの基準を決め」ました。

来年度、複数の学童保育所で待機児童が出る
しかし、「市内の学童保育所には、こうした基準を満たしていない施設がある」としてい

ます。さらに、「入所希望調査では、来年度、複数の学童保育所において定員を大きく

上回る数の児童が入所を希望しており、確実に待機児童が発生する見込みです。」と書

いています。

こうした状況を受け、西小、井田川小、川崎小の３つの学童保育所から「公費により新

たな学童保育所を整備」するよう求める請願が出されたのです。議会が全会一致で採

択したことを市は重く受け止め、早急な対応を求めるものです。

こうきの日誌（９月１日～９月２８日） 赤旗の配達、集金活動等は除く

１日 質疑・質問通告締め切り １６日 予算決算委員会の準備

２日 理事者側の聴き取り 市議団ニュースづくり １７日 党会議 予算決算委員会の通告締め切り

３日 党会議 １８、１９日 予算決算委員会

４日 党会議 ２０日 亀中体育祭 党会議

５日 野村まち協敬老会 ２１日 議会報告づくり 相談活動

６日 質疑・質問の準備 ２２、２３日 訪問活動

７日 城西コミュニティグランドゴルフ ２４日 本会議（閉会）

８日 本会議（議案質疑） ２５日 訪問活動

９日 本会議（議案質疑、一般質問） ２６日 党会議

１０、１１日 本会議（一般質問） ２７日 西小学校運動会 訪問活動

１２日 産業建設委員会 ２８日 訪問活動 議会報告づくり

市長に市民アンケート結果を手渡し、懇談

１３日 訪問活動 予算決算委員会の準備

１４日 街頭演説

１５日 事務所開きの準備 宗英寺のイチョウ

この議会報告についてのご意見、ご感想をお寄せください

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に
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櫻井市長にアンケート結果を渡し懇談
「こういうアンケートはいいことだ」

今期最後の『こうきの議会報告』です。ヤンキースのイチローとは比べものになりませ

んが、発行数が「２００」の大台に近づいてきました。ただ、１０月の選挙という関門を無事

に通過しなければ、２００に届きませんが・・・。

さて、党議員団が実施した市民アンケートですが、結果をまと

め、９月１２日に櫻井市長に会い手渡すとともに１時間半ほど懇

談をしました。

福沢みゆき議員からアンケート結果の特徴点を説明し、とりわ

け市民から要望の多かった項目について話をしました。櫻井市長は、こういうアンケート

はいいことだと述べるとともに、参考にさせていただくと語りました。

医療費の窓口無料を ８割の都府県が実施
９月議会では､心身障害者、一人親家庭、子どもの医療費無料の制度で、現在は一

旦､窓口で自己負担分の支払い、後日、戻ってくる償還方式となっているのを窓口無料

（現物給付方式）に変えることを求める質問をしました。

急な病気の場合、お金の心配をせずに医療機関にかかれるのは大変ありがたいこと

です。こうした窓口無料の制度は、全国の約８割にあたる３７都府県がすでに行ってお

り、三重県は遅れた自治体の１つです。

櫻井市長「最善の努力をしていきたい」と答弁
実施できない理由は、医療費が増えることと国の交付金を使ったペナルティがあるこ

とという答弁でした。医療費については、「早期発見、早期治療」につながれば、結果と

して医療費が抑えられます。もう一つの国のペナルティは論外です。地方分権の時代

に､地方自治体が決めることのできる問題に交付金を使ってのペナルティは許せませ

ん。櫻井市長は、「（窓口無料に向けて）最善の努力をしていきたい」と答弁しました。

こうきの議会報告



リニア亀山駅 費用も効果もわからない
９月議会の一般質問では､リニア新幹線計画を取り上げました。報道によれば、１０月

にも着工といわれています。しかし､東京－名古屋間の沿線自治体や住民からは疑問

や不安の声が多く出されています。いくつかの大手新聞社も社説で課題や問題点を指

摘し、「なぜ、急ぐのか」と問いかけています。

人口減少社会で本当に需要はあるのか
現在 ２０３０年 ２０６０年 左の表は､国立

総人口 １億２，８００万人 １億１，７００万人 ８，７００万人 社会保障・人口問

生産年齢人口 ７，７００万人 ６，７００万人 ４，４００万人 題研究所の将来

推計人口です。現在の東海道新幹線でも平均すれば、６割程度の座席利用率といわ

れていますが、これからの人口減少社会で、リニアと東海道新幹線の「二重化」路線で

採算が取れるほどの需要があるのでしょうか。

現在の新幹線の大半はビジネス客です。上の表の生産年齢人口とは１５歳から６４歳

までですからまさに需要をみる上で大事な数字ですが、東京－大阪間の開業から１５年

後には、現在の６割程度にまで減ってしまうのです。採算が取れるはずがありません。

乗降客数は「人数的なものはない」と答弁
今回の質問では、亀山に駅ができた場合の費用や効

果についてどう考えているのかを質しました。まず亀山

に駅ができた場合、どれだけの乗降客があると見込んで

いるのかを聞いたところ、「人数的なものはない」という答

弁でした。つまり、駅ができた時にどれほどの乗降客数

があるのかも不明なまま駅誘致を進めているのです。

駅前や道路整備の費用は「計算ができていない」と答弁
次に、駅ができれば駅前周辺の整備やリニアの駅は在来のＪＲ駅に乗り入れできない

ため、リニア駅から在来線の駅を結ぶ道路などのアクセスが必要になります。こうした費

用はどれぐらいになるのかを聞きました。答弁では、「現在、計算ができていない」という

ことでした。駅の誘致を推進しながら乗降客数の見込みも駅前整備や道路などのアクセ

スにかかる費用もわからないとは何とも無責任な姿勢です。

在来線の時間短縮などの改善にこそ力を入れるべき
亀山に生まれ育ち､国鉄が好きだった私にとって鉄道のまちの発展は大きな願いで

す。でもそれはリニアの誘致ではなく、在来線が複線電化されたり、時間短縮されること

により利用者が増え、市に活力が生まれることなのです。

４年間に１６回 定例会すべてで一般質問
１０月末で４年間の任期が満了しますが、振り返ってみるとこの間の１６回の定例会す

べてで一般質問をしました。質問した項目を調べてみるといくつかの特徴がありました。

１つは、任期が始まった翌年の３月１１日に東日本大震災が起こり、原発や防災など市

民の安心、安全に関する項目が目立つことです。原発問題が３回、消防力の充実が１

回となっています。

西小の近くに公設の学童保育所を
２つ目は、学童保育や保育園問題、エアコン設置など子育てや教育環境の整備に関

する質問です。西小学校の学童保育所問題で２回、一時保育など特別保育、子ども・

子育て新システム、幼稚園、学校へのエアコン設置、医療費の窓口無料を求める質問

などです。

国民健康保険税の引き下げを
３つ目は、厳しくなっている市民の暮らしを守る問題です。国民健康保険が２回、消

費税増税反対、高齢者の見守りの仕組み作りなどです。４つ目は、地域経済の活性化

の問題です。住宅リフォーム助成事業、地域内でお金が回る仕組みづくり、シャープへ

の多額の補助金の見直しなどです。

リニア基金は市民の暮らしを守るために使うべき
５つ目は、リニア新幹線計画そのものに反対する質問です。これまでもリニア基金は

多く取り上げてきましたが、リニア新幹線計画そのものに反対するという立場を表明して

の質問は初めてであり、２回取り上げました。

櫻井市長の政治姿勢を問う 憲法、原発、ＴＰＰ
６つ目は、市長の政治姿勢を問う（憲法やＴＰＰ）、市長などの多額の退職金や教育

長の給料の見直しなどを取り上げています。また、行政改革や財政問題も取り上げてい

ます。行政改革では事業仕分けや行政改革大綱、受益者負担の見直しなどです。

そのほか、市の非常勤職員の待遇改善や地域から要望のあった旧国道１号線の歩

道整備、池の側の工事に伴う排水問題、ＡＥＤ設置の問題なども取り上げました。

前進したものもあれば未だに改善されないものもあります。引き続き頑張らねばと思っ

ています。

空き家問題で国に対する意見書を全会一致で可決
９月議会では､産業建設委員会で調査、研究のテーマとした「空き家､空き地問

題」で､国に対して法整備などを求める意見書を全会一致で可決しました。


